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山内自治振興センター 

庄原市山内町 813－4 

℡・FAX（0824）74－0451 

✉yamanouchi.jichi@gmail.com 令和 4 年 11 月 20 日 

山ノ内駅構内の環境整備を行いました！ 

投稿写真 

芸備線・木次線利用促進事

業支援金を活用し,10月23

日（日）に山ノ内駅構内の草

刈清掃作業を行いました。 

今年度２度目の開催とな

り，30名の地域の方が協力

してくださいました。ありが

とうございました。 

環境整備後 

順位 氏名 グロス ハンデ ネット 

優勝 大石 修 82 10.8 71.2 

準優勝 正長正文 87 15.6 71.4 

3位 長重元文 86 14.4 71.6 

4位 三橋 豊 90 18 72 

5位 児玉祥功 89 16.8 72.2 

 

令和 4 年 11 月 3 日（文化の日）午前 9 時から庄原カントリーにて開催されました。 当日は絶好の秋晴れの

中，会員２０名が参加しダブルペリア方式で行いました。結果は次の通りとなりました。 

 

 

＜第 66 回ゴルフコンペ開催＞―山内ゴルフ同好会― 

 

入賞おめでとうございます！！ 

秋の収穫祭 柴燈護摩･火渡りを開催しました！ 

願いの護摩木を炎に投げ入れ，炭火の上を渡り，煩悩を消除します。 山内町 谷本豊さんからの投稿です 

令和４年 10月 16日（日）午前 10時から， 

山内町にある瑠璃山薬師寺にて開催されました。 

環境整備前 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆香典返し 

殿垣内町 内藤 江美様（故 正春様） 

尾引町  近藤 克三様（故 満枝様） 

本郷町  原 良多様（故 昌良様） 
 

  ◆見舞い返し 

  木戸町  岡田 和男様 

  

おくりもの 
 10/13～11/10 

 

山内地区社会福祉協議会 

ご芳志ありがとうございました。ご趣旨を大切

に地域の社会福祉増進及び地域振興の資金とし

て，活用させていただきます。 

 

予定 

新型コロナウイルス感染症防止のため中止となる場合
があります。 

2 日  自治振興センター年末大掃除（午後の部） 

6 日  ふれあい給食 

7 日  自治振興センター年末大掃除（午前の部） 

16 日 社協セミナー 認知症予防教室 

20日 ふれあい給食・自治会長会 

年末年始休みのお知らせ 
皆様には平素より山内自治振興センター利用の際に，何かとご協力いただきありがとうございます。 

12 月 28 日（水）～1 月 3 日（火）まで，事務局はお休みをいただきます。施設をご利用の際には，エアコン

等の切り忘れや火の取扱いに十分注意をしてください。（ご利用の際は，事前予約をお願いします。） 

なお，ご利用の際は一人ひとりが新型コロナウイルス感染症対策をして感染防止に努めましょう。 

「つきあい・交流」は大切な資本  

―ソーシャルキャピタル（社会関係資本）とは― 

  
日本では昔から「遠くの親戚よりも近くの他人」という言葉があり、これは地域のつながりの強さや大切

をあらわす言葉です。しかし最近では、普段から地域とのつながりを避けている人や、一人暮らしや高齢を

理由に住み慣れた土地を離れざるを得ないなど、地域のつながりが希薄化している現状があります。 
 

今回は「ソーシャルキャピタル（社会関係資本）」という考え方を紹介します。 

ソーシャルキャピタルとは、信頼や規範（ルール）、つながりなど、社会や地域における人々の相互関係

や結びつきを支える仕組みの重要性を説く考え方のことです。 
 

社会関係資本では、「つきあい・交流」「信頼」「社会参加」が３つの重要ポイントと言われます。 
 

地域や親戚の付き合い、趣味活動等に参加することは「つきあい・交流」、社会とのつながりの中で、友

人、親戚、近所の人をはじめとした様々な人に関心・信頼を寄せる事が「信頼」です。 
 

地域や親戚の付き合い、趣味活動等に参加することは「つきあい・交流」、社会とのつながりの中で、友

人、親戚、近所の人をはじめとした様々な人に関心・信頼を寄せる事が「信頼」です。 

自治会活動等、地縁（住んでいる土地に基づく縁故関係）的な活動の参加やボランティア活動などは「社

会参加」にあたります。 
 

社会関係資本の多い人ほど、健康状態が良く、幸福感も高いと言われています。 
 

 

 

 

また、福祉的な効果だけでなく、信頼感の高い社会では、情報共有が円滑に行

われ、経済成長にも良い影響を与えると期待されます。 

私たちの地域での「つきあいや交流」が、地域や社会の中での「信頼」や「社

会参加」を生む原動力となり、町づくりつながっているということですね。 

この地域で長く大切にされてきた「つきあい・交流」が、今、社会全体の大切

な力（資本）として注目されているようです。 

 

 

 

参考資料：公益財団法人長寿科学振興財団 健康長寿ネット、カオナビ人事用語集 

 相扶の郷居宅介護支援事業所 正畑 知里 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定住促進プロジェクト（空き家活用）だより 

 

地域マネージャー 藤田典久・寺西玉実 

第４回 
先人の知恵を未来につなぐ体験事業 

やまの家 神無月の野良活 
 

自分の 『試したい・やってみたい』 を  
築 150年の古民家で一緒につむぎませんか♪ 

 

 

 
🏡4人家族さん（東京都） 

 (3・5才児さん) 

🏡母娘さん（福山市から・事業所庄原） 

🏡20代のご夫婦（近隣地域） 

（０才児さん） 

🏡 4人家族さん（福山市・庄原勤務） 

  （中学生・高校生さん） 

🏡6人家族さん（広島市） 

  （６・５・３・０才児さん） 

🏡Uターン希望 40代ご夫婦（千葉県） 

🏡40代のご夫婦 （近隣地域） 

🏡20代のご夫婦 （広島市） 

🏡3人家族さん （近隣地域） 

  (3才児さん) 

🏡２人家族さん （近隣地域）  

  (3才児さん) 

🏡福祉関係の起業を計画されている 

ご家族（地域住民） 

🏡２０代女性 

（安芸高田市・庄原勤務） 

お家情報お待ちしています♪ 

① 最初に家族・親戚の
方々により 
必要物品搬出 

 

 

空き家 

➁ 山内てごぉし隊出動！！ 
（家主さんの出費は 
家電の処分費ぐらいです。） 

 

 

・ゴミの分別、搬出補助、清掃など 
・リサイクルマーケット品倉庫へ 

 
③ リサイクルマーケット開催 
  売上金は ごみ処分費に還元 
  残金を山内小学校・保育所の基金へ 
 
④ 移住者支援 田畑の草刈りなどのてご 
 
⑤ 里山の資源を生かし、先人の知恵を 

つなぐ場・住民との交流の場づくり 
   地域の魅力発信 

 

 

 

     

  

秋色の大ごちそう！！ 

あかなば煮しめ あゆ焼き  栗ごはん   とんぶり   サツマイモの
（さくらしめじ） （西城川産）  （里山の夢新米） （ほうき草の実）  天ぷら 

 

みんなで植えた大豆（枝豆に）  ゆずの薬味    きのこ汁も最高でした 

地域の皆さん 珍しい食材提供ありがとうございました。 

県大生さんによる 
絵本の読み語り 

 

 

竹を並べて       

 

 

 

昔子どもだった皆さんの技集結！！ 

 

第 5回 １１月２６日（土） 
大豆収穫・木こりのかまど・ベンチ作り・なば汁・焼き芋 

第６回 12月 18日（日） 
こんにゃく作り・しめ縄づくり・おでんうどん 

  

 

 

 
高低差を整え   金ヤスリで削って        

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おたがいさまネット 
当地区に於いて取り組んでいる「おたがいさまネット」は自治会ごとに立ち上げて，自治会長を中心に民生委

員，一人暮らし高齢者等巡回相談員，老人会等の地域メンバ－が連携して運営する事を基本にしています。このメ

ンバ－が地域内の情況を情報交換しながら，日々の見守りや災害時の避難支援等について協議・決定する場を

「関係者会議」と呼び，この取組みを継続していく上で重要な活動となっています。 

会議開催の呼び掛けは自治会長が行なうのが基本ですが，交替があった場合などは，地域事情をよく知る他の

メンバ－が呼びかけましょう。交替で新メンバ－が加わったら，「見守り対象者がどなたで，どんな様子か」等の地

域内の情報共有を図ることで連携のとれた活動につながると思います。 

 特に今年は 12 月に民生委員の改選があります。また来年 3 月には一人暮らし高齢者等巡回相談員と自治会長

の一部交替も予想されます。新メンバ－を加えて構成される関係者会議の開催によって，それぞれの「おたがい

さまネット」における活動内容や地域課題への取り組みが更に引き継がれていくものと思います。また過疎化と人

口減少の中で地域福祉に関わっていただくこれら関係者に対して，皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたし

ます。                               地域マネージャー  三上 智道 

 

10月環境パトロール隊 11月環境パトロール隊 

 

右から、横谷誠さん, 

國近浩二さん（撮影者）,岡崎輝子さん 

 

右から、長泉進さん, 

松田一馬さん（撮影者）,花房豊さん 

 

き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
り
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

おたがいさまネットの取り組みイメージ 

各自治会 
1.見守り対象者を協議決定 

 年齢制限は設けない 

2.具体的見守り体制つくり 

 見守りする人へ協力依頼 

3.災害時の避難場所確認 

4.起こりうる災害の種類想定 

5.具体的救助体制確立 

 救助する人へ協力依頼 

6.事故があった時の連絡先確認 

  肉親、親戚など 

7. １～6の情報を共有 

8.適時の情報交換（変更があった時など） 

9.事故を想定し、年 1回以上の実践訓練 

10.見守り対象者への説明と理解 

11.地域住民への説明と理解 


